
白島の彩 花だより
８－７



学校閉庁日の実施の拡大

留守番電話の設置

定時退校日の実施
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白島の彩 ８－７の働き方
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連続10日間休める！

心身のリフレッシュ 自己研鑽

家族や友人、地域との時間

自分の働き方 創造

☆ 前半に会議・研修・職員作業等を固めて、日程調整

年次有給休暇の
平均取得日数
12月末（10日）現在



チュニジア



留守番電話の設置２
17:30～7:30 自動音声対応

17:30までに家庭連絡

自分の働き方 創造

・見通しをもった働き方
・早めの対応（いじめ防止対策）



電話が鳴らない

•打ち合わせが中断されない

•仕事中に呼び出されない

•管理職も電話対応しなくて

よい

心のゆとり

•安心して自分の業務に集中できる

•勤務時間終了後、自動音楽が鳴り、

職員室に静かな時間が流れる



「集中タイム」

遅い時間から打ち合わせが

始まることがあった。

時間を気にせず、打ち合わ

せを続けていた。

主任や部長は相談されるこ

とが多かった。

時間を意識した働き方がで

きるようになった。

音楽がなると、私語が少な

くなり、集中して残務に当

たることができる。

定時退校につながった。

勤務時間終了後に音楽を流し、退校を促す。
残る場合はできるだけ早く帰るよう集中し
て業務を行う。

これまでは
取り組んで



定時退校日の実施３
火
曜
日
（
午
後
）
の
日
課
見
直
し

100分！

会議・研修

個人の仕事
定時退校

15時20分
児童下校
40分創出

掃除・帯時間
カット



•行事のない火曜日（15：30～）

プレミアムチューズデー

•行事のない木曜日

プレミアムサーズデー

•学年や個人でスケジュール調整

定時退校予定黒板で見える化

週1回、定時退校しよう！

月１回

月１回

月4回定時退校実施率
11月 82％



白島の彩 ８－７の働き方

自分の

働き方

創造

チーム

「はなまるはくしま」

モデル校の

取組 意識改革

通信「白島の彩花だより」

可処分時間の

創出
教育の質の向上



今日が楽しく
明日が待ち遠しい学校

みんなちがって みんないい



いじめ防止対策

教員と児童生徒との信頼関係の構築

いじめの未然防止と早期発見及び適切な対応

校内組織体制の構築

地域との連携の推進

１

２

３

４



はくしま宝の木 学級遊び・全員遊び

担任以外の先生との「先生と食べよう会」

「ふれあい相談日」の実施 「先生あのねボックス」の開設

いじめ問題への意識や感度を高めるための校内研修

LGBT教育に係る学習会

PTA総会での発信

全保護者との個別面談での周知

教員と児童生徒との信頼関係の構築１
安心して生活

できる
学校づくり

教員の感性・
人権感覚等の

向上

学校の考え方
等の

発信・周知



はくしま宝の木



LGBT教育の推進 ライフスキル教育の計画・実施

研修会の実施 心の参観日の実施 なかよし集会

外遊びの呼びかけ いじめ防止に係るポスター標語づくり

「なかまの日アンケート」の実施

「先生あのねボックス」の設置

学校環境適応感尺度（アセス）の実施

専門家等との連携

ケース会議の開催

未然防止

早期発見

適切な対応

いじめの未然防止と早期発見及び適切な対応２



適切な対応

早期発見

未然防止

Ａ LGBT教育 Ｂ ライフスキル教育など

いじめの未然防止と早期発見及び適切な対応２



Ａ ＬＧＢＴ教育



Ｂ ライフスキル教育

コミュニケーションスキル ソーシャルスキル アサーションスキル

４月～７月 ９月～１２月 １月～３月

1年生 人間コピー じょうずな聴き方「きくぞうになろう」 やさしい言葉のかけ方

【学校グループワークトレーニング】【ソーシャルスキル教育】P160 【ライフスキル教育低学年編】P14

2年生 せんせいビンゴ・ともだちビンゴ なかまの入り方 ごめんなさい

【ライフスキル教育低学年編】P34

【ソーシャルスキル教育】P162
【ライフスキル教育低学年編】P24

3年生 ムシムシ教室の席替え ふわふわ言葉ちくちく言葉 自分の気持ちを伝えよう

【学校グループワークトレーニング】 【ソーシャルスキル教育】P90

4年生 無人島SOS よい友だちをつくるには じょうずな主張の仕方（私メッセージ）

【エンカウンター】P150 【ライフスキル教育中学年編】P1 【ライフスキル教育中学年編】P30

5年生 先生ばかりが住むマンション 仲間の圧力（友だちパワー） 上手な断り方

【学校グループワークトレーニング】【ライフスキル教育高学年編】P16
【ライフスキル教育高学年編】P10

【ソーシャルスキル教育】P110

6年生 ももちゃんのおつかい 対立の解決 上手に自分の気持ちを伝えよう

【学校グループワークトレーニング】【ライフスキル教育高学年編】P30
【ライフスキル教育高学年編】P38

【ソーシャルスキル教育】P70

いいとこさがし

ありがとうカード

パチパチカード

自分への手紙

　　　　　　など

私はわたしよ

がんばり賞あげよ

十年後のわたし

パチパチカード

自分への手紙

　　　　　　など

別れの花束

パチパチカード

自分への手紙

　　　　　　など

自己肯定感を育もう

特別活動「ライフスキル教育」年間計画

平成31年度　広島市立白島小学校



適切な対応

早期発見
A なかまの日

アンケート

B なかまの日

そうだん週間

C 先生あのね

ボックス

未然防止

いじめの未然防止と早期発見及び適切な対応２

いつでも
どこでも
だれとでも

年２回
担任が全員と

面談

年６回
アンケートで

調査



Ａ なかまの日アンケート



Ａ なかまの日アンケート

アンケートで
困り感の発信

個別の
聞き取り

対応
ＳＯＳの
キャッチ

信頼
アップ

アンケートに書けば

助けてもらえる
（安心感）



Ｂ なかまの日そうだん週間

アンケートに
書いたこと

書けなかったこと
全児童との

面談
対応

ＳＯＳの
キャッチ

信頼
アップ

先生に伝えれば
助けてもらえる
（安心感）



Ｃ 先生あのねボックス



Ｃ 先生あのねボックス

話をしたい！
待てない！

信頼
アップ

いつでも
どの先生にでも
伝えられる
（安心感）

対応
ＳＯＳの
キャッチ
１２月末(５８件）

現在



適切な対応

随時のいじめ防止委員会 定期のいじめ防止委員会

早期発見

未然防止

情報共有

組織で
対応検討

指導・対応

いじめの
解消確認

報・連・相

校内組織体制の構築３

12月末現在
（12回）

毎月３回以上
週１回



地域との連携の推進４



３世代ふれあい活動

H32.1.23

月　日 内　　容 主　　管 備　考

５月５日（日） 清掃活動 白島商店会

６月１日（土） 白島小学校運動会 白島小学校

　７月２４日（水） 親子映画会
白島地区社会福祉協議会
青少協・PTA

7/7(日）あいさつ運動
パレード

８月３日（土） 鯉城ふれあい夏祭り 鯉城ふれあいクラブ 雨天：  日（  ）

　８月２４日（土） クリーンキャンペーン（草取り） 白島小学校ＰＴＡ 雨天：８月３１日（土）

　９月８日（日） 白島町ぐるみ一斉清掃
公衆衛生推進協議会
〈共催〉学校協力者会議

９/　　(木)敬老会

１０月１９日（土） 豚汁づくり
白島学区青少年健全育成
連絡協議会

10/14 (月)町民体育祭

10/20 (日)予備日

１０月２７日（日） ふれあいん祭（ＰＴＡ全体行事） 学校協力者会議

１２月１４日（土） 餅つき 学校協力者会議

　２月１日（土）
三世代ふれあいスポーツ大会
（軽スポーツ）

白島学区体育協会

　３月８日（日） ウォークラリー＆クリーンキャンペーン
白島学区体育協会
白島商店会

予備日３月15日(日)

平成３１年度　白島学区三世代ふれあい活動（案）



～取組の成果～
学校としての
いじめに対する感度アップ

いじめの認知件数

２１４件

いじめ見逃し０

継続した

指導・

見守り

•１２月末現在

•解消率９９％

いじめの

解消確認

(３か月後)

いじめの対応

日々の子どもとの
かかわり

（観察・対話）

なかまの日
アンケート

なかまの日
そうだん週間

先生あのね
ボックス

発見

小さい芽
のうちに

見逃さ
ない

意識の
高さ

１２月末現在
在籍児童５０９名



アンケート調査 （教職員33人中の肯定的回答）

勤務時間外の在校時間等が減った ８７％

• 留守番電話 14人 定時退校日 14人 SSスタッフ 14人

負担感 多忙感が減った ７４％

• 留守番電話 9人 定時退校日 4人 SSスタッフ 6人

子どもに向き合う時間が増えた ８２％

働き方改革についての意識が高まった ９０％

「モデル校における働き方改革」についてのアンケート調査より



成果①

45時間

（昨年度4月～12月平均）

41時間

（今年度4月～12月平均）

勤務時間外の在校等時間

① 留守番電話の設置が、長時間勤務の解消につながった。

② 定時退校の定着とともに、自分で業務のスケジュール調整を

するようになった。

③ 働き方改革の意識が進み、時間を意識した働き方ができるよ

うになってきた。



子どもも 先生も

一人ぼっちにしない 生徒指導

校内組織体制を構築して生徒指導主事を中心に「い
じめ防止対策」に取り組んだことは、時間的にも精神的
にも先生の負担感を減らすことになった。

成果②
働き方

改革

子どもに向

き合う時間

「いじ

め防止

対策」
自分の働き方 創造



① 働き方改革の意識については、一部で、「何のためにやっ

ているのかわからなくなった」「何を大事にすればいいのか」

などの意見があり、働き方改革の目的が全体で共有できてい

なかった。

② 勤務時間外の在校等時間45時間以下を達成したいが、「そ

のために持ち帰り仕事（教材研究等）が増える」などの意見

があった。

③ いじめの認知件数が大幅に増えたことで、多くの情報の整理

や確認が必要となった。

課題



① 働き方改革の目的意識の明確化
時間対効果の働き方という視点で見直しを進める。

② 週１回の定時退校の更なる定着
全職員が無理なく実施できるよう、業務の見直しやプレミアムの
日に続く環境整備を行う。

③ 「いじめ防止対策」のシステムの更なる改善
報告・記録・確認・引き継ぎのシステムを改善し、より確実で負
担の少ない方法を構築する。

④ 教職員が達成感や充実感のある取組で教育の質の向上

今後に向けて



ありがとうございました
広島市立白島小学校

ありがとうございました 広島市立白島小学校

今日が楽しく 明日が待ち遠しい学校


